
(57)【要約】

【課題】アクティブマトリックス液晶表示装置のフリッ

カ防止調整方法を提供する。

【解決手段】ＴＦＴ素子の寄生容量（Cgs）が、ゲート

ライバからの距離につれて大きくなるよう構成されて共

通電極電圧VC O Mのフラット化を図っている液晶表示装置

において、表示中央部のフリッカを防止するようVC O Mの

電圧レベルを設定し、その後表示周辺部のフリッカを防

止するようゲート信号電圧のターンオン電圧Vghの大き

さを調整することで、表示全域のフリッカを防止してい

る。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ と 第 ２ の 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 、 該 第 １ の 基 板 上 で マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 、
表 示 領 域 を 画 成 し て い る ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 、 該 第 １ の 基 板 上 で 、 該 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線
の 交 点 各 々 に 規 定 さ れ た 画 素 領 域 内 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 、 該 第 １ 又 は 第 ２ の 基 板 上 で 、
画 素 電 極 と の 間 に 液 晶 駆 動 電 圧 を 印 加 す る よ う 形 成 さ れ た 共 通 電 極 、 該 表 示 領 域 の 外 側 に
設 け ら れ 、 該 ゲ ー ト 線 各 々 を 順 次 走 査 す る よ う 該 ゲ ー ト 線 に 信 号 を 印 加 す る ゲ ー ト ド ラ イ
バ 、 該 表 示 領 域 の 外 側 に 設 け ら れ 、 該 デ ー タ 線 各 々 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る デ ー タ ド ラ イ
バ 、 及 び 画 素 領 域 各 々 に 設 け ら れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 で あ っ て 、 該 ゲ ー ト 線 上 の ゲ ー ト 信 号 に よ
っ て オ ン に な っ た と き 、 該 デ ー タ 線 上 の デ ー タ 信 号 を 該 画 素 電 極 に 印 加 す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 と
か ら な る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、

該 ゲ ー ト ド ラ イ バ の 位 置 か ら 遠 く に 配 置 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ゲ ー ト － ソ ー ス 寄 生 容 量 が 、
近 く に 配 置 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ゲ ー ト － ソ ー ス 寄 生 容 量 よ り 大 き く な る よ う 形 成 さ れ て い
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 の フ リ ッ カ 調 整 方 法 に お い て 、

該 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 部 の 中 央 部 で の フ リ ッ カ を 防 止 す る よ う 、 該 共 通 電 極 の 電 圧 V C O M の
電 圧 レ ベ ル を 調 整 し て 、 該 電 圧 レ ベ ル を 設 定 し 、 そ し て

該 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 部 の 周 辺 部 で の フ リ ッ カ を 防 止 す る よ う 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら の ゲ
ー ト 信 号 電 圧 の ゲ ー ト タ ー ン オ ン 電 圧 Vghの 大 き さ を 調 整 す る こ と か ら な る フ リ ッ カ 調 整
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 調 整 方 法 に お い て 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 が ゲ
ー ト ド ラ イ バ か ら 離 れ る に 従 っ て 大 き く な る よ う 構 成 さ れ て い る も の で あ る フ リ ッ カ 調 整
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 の フ リ ッ カ 及 び 焼 き つ き を 防 止 す る 方
法 、 特 に V C O M の 調 整 方 法 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 む ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｌ Ｃ Ｄ （ 液 晶 表 示 装 置 ） 構 成 の
各 画 素 に お い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 が オ ン の 際 に 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 液 晶 を 駆 動 す る 電
圧 が 与 え ら れ る 。 画 素 電 極 に は 信 号 （ デ ー タ ） 電 圧 、 共 通 電 極 に は 一 定 の 共 通 電 圧 V C O M が
印 加 さ れ る 。 線 順 次 駆 動 の 走 査 形 式 で は 、 マ ト リ ッ ク ス の 各 行 を 順 次 に 走 査 し 、 走 査 さ れ
て い る 1つ の 行 ラ イ ン 上 の 全 て の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 を 一 水 平 走 査 期 間 の Ｖ Ｈ だ け オ ン に す る ア ド
レ ス 電 圧 （ ゲ ー ト 信 号 電 圧 ） が ア ド レ ス 線 に 印 加 さ れ る 。 即 ち 、 Ｖ Ｈ 期 間 の 間 だ け 信 号 電
圧 が 画 素 電 極 に 印 加 さ れ 、 １ フ レ ー ム 期 間 の 残 り の 期 間 に お け る 信 号 電 圧 は 、 画 素 電 極 に
並 列 な 蓄 積 容 量 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に よ り 維 持 さ れ る 。 次 の フ レ ー ム に お い て 走 査 さ れ た と
き 、 そ の 蓄 積 電 荷 は 次 の デ ー タ に よ り 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 は 直 流 電 圧 で 駆 動 す る と 寿 命 が 短 く な る こ と 等 か ら 、 極 性 反 転 駆 動 方 式 が 一 般 的 に
採 用 さ れ 、 図 １ に フ レ ー ム 反 転 コ モ ン Ｄ Ｃ 駆 動 方 式 で の 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 波 形 を 示
す 。 即 ち 、 フ レ ー ム 毎 に 正 と 負 の 極 性 反 転 の 信 号 電 圧 を 印 加 す る 。 フ レ ー ム Ｆ ｉ で 正 極 性
な ら 、 フ レ ー ム Ｆ ｉ ＋ １ で 負 極 性 と す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 が オ ン で あ る Ｖ Ｈ 期 間 、 信 号 電 圧 が
Ｔ Ｆ T素 子 を 介 し て 画 素 電 極 に 直 接 印 加 さ れ る と 同 時 に 、 蓄 積 容 量 が 信 号 電 圧 ま で 充 電 さ
れ る 。 そ の 後 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 が オ フ に な っ た と き 、 本 来 は 信 号 電 圧 に 対 応 す る 充 電 電 圧 が 残 り
の フ レ ー ム 期 間 そ の ま ま 維 持 さ れ る べ き で あ る が 、 画 素 電 極 に 結 合 さ れ て い る ゲ ー ト ・ ソ

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-121485 A 2007.5.17



ー ス （ 又 は ゲ ー ト ・ ド レ イ ン ） 間 の 寄 生 容 量 Cgsに 対 し 流 れ 、 信 号 電 圧 が 正 極 性 に お い て
は 充 電 電 圧 が Δ Vg'だ け 低 下 し 、 一 方 信 号 電 圧 が 負 極 性 に お い て は 、 Δ V波 だ け 低 下 す る 。
こ の Δ Vgは 突 き 抜 け 電 圧 と 称 さ れ る 。 信 号 電 圧 の 極 性 に よ っ て こ の Δ Vgは 低 下 さ せ る 量 が
違 う か ら 、 画 素 電 極 の 電 圧 で あ る 充 電 電 圧 は 正 と 負 極 性 で 非 対 称 と な り 、 い わ ゆ る “ フ リ
ッ カ ” が 生 ず る 。 こ の 非 対 称 性 を 補 う た め 、 共 通 電 極 の 共 通 電 圧 V C O M の 電 圧 レ ベ ル は 、 信
号 電 圧 の 中 心 レ ベ ル か ら 負 極 性 側 に Δ V C O M だ け シ フ ト さ せ て 設 定 し 正 と 負 極 性 の 信 号 電 圧
に 対 称 性 を 取 り 、 フ リ ッ カ を 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 信 号 電 圧 が 正 極 性 、 負 極 性 共 に 充 電 電 圧 が 突 き 抜 け 電 圧 Δ Vgだ け 低 下 す る 。 又 、
TNの 場 合 、 黒 表 示 と 白 表 示 で 液 晶 容 量 が 違 う の で 、 白 表 示 と 黒 表 示 で 突 き 抜 け 電 圧 の 最 適
V C O M の 値 が 違 う 。 通 常 、 中 間 階 調 表 示 で フ リ ッ カ 調 整 を 行 う こ と で フ リ ッ カ を 抑 制 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 各 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ソ ー ス 電 極 （ 又 は ド レ イ ン 電 極 ） は ゲ ー ト （ ア ド レ ス ） 配
線 と 重 な っ て 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 配 線 の 寄 生 容 量 Cgsを 形 成 す る 。 こ の Cgsは 、 ゲ ー ト 線 に お
い て ゲ ー ト ド ラ イ バ 側 の 近 く か ら 遠 く に な る に つ れ て ゲ ー ト パ ル ス を 遅 延 さ せ る 原 因 と な
る （ 又 は ゲ ー ト パ ル ス の 波 形 が な ま っ て く る ） 。 こ れ は 、 突 き 抜 け 電 圧 Δ Vgの 大 き さ に 影
響 を 与 え 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら 遠 い 画 素 に な る に つ れ て Δ Vgが 小 さ く な る 。 前 述 の よ う に
、 フ リ ッ カ を な く す た め に 信 号 電 圧 の 正 ・ 負 電 極 性 で の 対 象 性 を 得 る よ う シ フ ト し て 設 定
し た V C O M は 、 Δ Vgの 大 き さ に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ う す る と 、 寄 生 容 量 Cgsの 影 響 で Δ Vgが ゲ ー ト 線 の 位 置 で 変 わ っ て く る こ と は 、 フ リ
ッ カ を な く す た め に V C O M が 設 定 す べ き 電 圧 レ ベ ル 値 は ゲ ー ト 線 の 位 置 で 変 わ っ て く る こ と
を 意 味 す る 。 こ の よ う に 、 ゲ ー ト 線 に 遅 延 が あ る 際 に 、 フ リ ッ カ を な く す た め の ゲ ー ト 線
の 位 置 に 対 す る V C O M 値 を 実 線 で 図 ２ に 示 す 。 フ リ ッ カ を な く す に は 、 以 下 の 式 で 示 さ れ る
Δ Vgを 一 定 に し て こ の V C O M 値 が 図 ２ の 点 線 の よ う に フ ラ ッ ト で あ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 Δ Vg = (Vgh  Vgl) x Cgs / (Cgs + Clc + Cs)
　 　 　 　 　 Vgh： ゲ ー ト 電 圧 の オ ン レ ベ ル
　 　 　 　 　 Vgl： ゲ ー ト 電 圧 の オ フ レ ベ ル
　 　 　 　 　 Cgs： ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 の 寄 生 容 量
　 　 　 　 　 Clc： 画 素 容 量
　 　 　 　 　 Cs： 蓄 積 容 量
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら 遠 く な る 位 置 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 に つ い て 、 Cgsを 大 き く す
る こ と で ゲ ー ト 線 遅 延 に 伴 う Δ Vgが 小 さ く な る こ と を 補 償 す る こ と が 提 案 さ れ 、 そ の た め
に Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ ／ チ ャ ネ ル 長 を 大 き く し て い く こ と が 採 用 さ れ て い る （ 特 開
平 １ ０ － ２ ０ ６ ８ ２ ３ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に Cgsを 大 き く し て い く （ チ ャ ネ ル 幅 を 大 き く し て い く ） こ と
だ け で は 、 ゲ ー ト 線 と 信 号 線 の 線 幅 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 膜 厚 等 の 製 造 上 の バ ラ ツ キ に よ り V C
O M を 十 分 に フ ラ ッ ト に す る こ と は で き な か っ た 。 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 上 述 の ご と き
製 造 上 の バ ラ ツ キ に 伴 う 不 十 分 な V C O M の フ ラ ッ ト 化 を 調 整 に よ り 改 善 す る 方 法 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ６ ８ ２ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ と 第 ２ の 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 、 該 第 １ の 基 板 上 で マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た
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、 表 示 領 域 を 画 成 し て い る ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 、 該 第 １ の 基 板 上 で 、 該 ゲ ー ト 線 と デ ー タ
線 の 交 点 各 々 に 規 定 さ れ た 画 素 領 域 内 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 、 該 第 １ 又 は 第 ２ の 基 板 上 で
、 画 素 電 極 と の 間 に 液 晶 駆 動 電 圧 を 印 加 す る よ う 形 成 さ れ た 共 通 電 極 、 該 表 示 領 域 の 外 側
に 設 け ら れ 、 該 ゲ ー ト 線 各 々 を 順 次 走 査 す る よ う ゲ ー ト 線 に 信 号 を 印 加 す る ゲ ー ト ド ラ イ
バ 、 表 示 領 域 の 外 側 に 設 け ら れ 、 デ ー タ 線 各 々 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る デ ー タ ド ラ イ バ 、
及 び 画 素 領 域 各 々 に 設 け ら れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 で あ っ て 、 ゲ ー ト 線 上 の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て オ
ン に な っ た と き 、 該 デ ー タ 線 上 の デ ー タ 信 号 を 該 画 素 電 極 に 印 加 す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 と か ら な
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 の フ リ ッ カ 調 整 方 法 で あ り 、
　 該 ゲ ー ト ド ラ イ バ の 位 置 か ら 遠 く に 配 置 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ゲ ー ト － ソ ー ス 寄 生 容 量 が
、 近 く に 配 置 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ゲ ー ト － ソ ー ス 寄 生 容 量 よ り 大 き く な る よ う 形 成 さ れ て
い る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 本 発 明 の フ リ ッ カ 防 止 調 整 方 法 は 行
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 調 整 方 法 で は 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 部 の 中 央 部 で の フ リ ッ カ を 防 止 す る よ う 、
共 通 電 極 電 圧 V C O M の 電 圧 レ ベ ル を 調 整 し て 、 電 圧 レ ベ ル を 設 定 し 、 そ し て 液 晶 表 示 装 置 の
表 示 部 の 周 辺 部 で の フ リ ッ カ を 防 止 す る よ う 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら の ゲ ー ト 信 号 電 圧 の ゲ
ー ト タ ー ン オ ン 電 圧 Vghの 大 き さ を 調 整 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 調 整 方 法 に よ る と 、 製 造 上 に お い て ゲ ー ト 線 と 信 号 線 の 線 幅 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の
膜 厚 等 の バ ラ ツ キ に よ る V C O M の 特 性 の フ ラ ッ ト 化 が 表 示 域 全 体 に わ た っ て 十 分 に な さ れ な
い 場 合 で も 、 フ ラ ッ ト 化 が 可 能 で あ り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 域 全 体 に わ た っ て フ リ ッ カ の
防 止 （ 焼 き つ け の 防 止 ） が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 調 整 方 法 を 実 施 す る 対 象 と し て の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｌ Ｃ Ｄ 構 成 に お け る
１ 画 素 領 域 で の 構 造 を 図 ３ に 示 す 。 ゲ ー ト 線 （ ア ド レ ス 線 ） １ ０ と デ ー タ 線 ２ ０ が 画 成 す
る １ 画 素 領 域 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 と 画 素 電 極 が 形 成 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 は ア モ ル フ ァ ス 半 導 体
領 域 （ パ ッ チ ） ３ ０ 、 ド レ イ ン 電 極 ４ ０ 、 ソ ー ス 電 極 ５ ０ を 含 み 、 ゲ ー ト 電 極 は ゲ ー ト 線
１ ０ か ら 延 在 す る 突 出 部 １ ０ ａ で 構 成 さ れ る 。 ド レ イ ン 電 極 ４ ０ は デ ー タ 線 ２ ０ に 接 続 さ
れ 、 ソ ー ス 電 極 ５ ０ は コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 画 素 電 極 ６ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 画 素 電
極 ６ ０ の 一 部 は 次 の ゲ ー ト 線 １ ０ と 重 複 し て 領 域 ６ ０ で 蓄 積 容 量 Csを 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 構 造 部 を 含 む Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 を 示 す 。 基 板 ａ 上 に ゲ ー ト
配 線 １ ０ と そ の 突 出 部 １ ０ ａ が 形 成 さ れ 、 絶 縁 層 ｂ 上 に ア モ ル フ ァ ス 半 導 体 パ ッ チ ３ ０ が
形 成 さ れ 、 そ の 左 右 に ド レ イ ン 電 極 ４ ０ と ソ ー ス 電 極 ５ ０ が 接 触 層 と し て の n + α   Si膜
ｃ を 介 し て 形 成 さ れ る 。 そ れ ら を カ バ ー す る 保 護 膜 dが つ け ら れ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル eを 介
し て 画 素 電 極 ６ ０ が ソ ー ス 電 極 ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 液 晶 fを は さ み 、 対 向 基 板 g上 に ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス h、 カ ラ ー フ ィ ル タ i、 対 向 （ 共 通 ） 電 極 jが 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 調 整 方 法 を 実 施 す る 対 象 と し て の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｌ Ｃ Ｄ 構 成 の 特 徴 と
し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 寄 生 容 量 Cgsが ゲ ー ト ド ラ イ バ 側 か ら 遠 く に 離 れ る
に つ れ て 、 大 き く な る よ う に し て い る 。 具 体 例 と し て は 、 個 々 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル 幅
Ｗ を ゲ ー ト ド ラ イ バ 側 か ら 遠 く な る に つ れ て 大 き く し て い く よ う に し て い る 。 こ の よ う に
し て V C O M を 一 応 は フ ラ ッ ト 化 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の Ｔ Ｆ Ｔ 構 造 の １ つ の 例 に つ い て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ に 近 い 位 置 に あ る Ｔ Ｆ Ｔ 構 成 を 図
５ 、 遠 い 位 置 に あ る Ｔ Ｆ Ｔ 構 成 を 図 ６ に 示 す 。 図 ５ と 図 ６ に お い て 、 ３ ０ ′ と ３ ０ ″ は ア
モ ル フ ァ ス 半 導 体 パ ッ チ 、 ４ ０ ′ と ４ ０ ″ は ド レ イ ン 電 極 、 そ し て ５ ０ ′ と ５ ０ ″ は ソ ー
ス 電 極 で あ り 、 ゲ ー ト 電 極 と な る ゲ ー ト 線 突 出 部 １ ０ ａ ′ と １ ０ ａ ″ 上 に 形 成 さ れ て い る

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-121485 A 2007.5.17



。 図 ５ に お い て 、 ア モ ル フ ァ ス 半 導 体 パ ッ チ ３ ０ ′ は 斜 線 区 域 と し て 示 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ
Ｔ 素 子 製 造 工 程 で マ ス ク 枚 数 を 減 ら す た め 、 パ ッ チ ３ ０ ′ は ド レ イ ン 電 極 ４ ０ ′ と 同 一 境
界 線 で 形 成 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 ４ ０ ′ の 外 郭 と 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ と 図 ６ に お い て 、 ソ ー ス 電 極 ５ ０ ′ 、 ５ ０ ″ と そ の 周 辺 の 点 区 域 が ゲ ー ト ・ ソ ー ス
寄 生 容 量 Cgsを 形 成 す る 。 寄 生 容 量 Cgsは 図 ５ の も の に 対 し 、 図 ６ の も の が 大 き く な っ て い
る 。 こ の た め 、 ソ ー ス 電 極 の 幅 は 図 ６ の ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら 遠 い 位 置 の Ｔ Ｆ Ｔ の も の が 広
く な っ て い る 。 一 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル 幅 は 図 ５ に お い て Ｗ ′ 、 図 ６ に お い て Ｗ ″ と
し て 示 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル ギ ャ ッ プ は 図 ５ に お い て Ｌ ′ 、 図 ６ に お い て Ｌ ″ と し
て 示 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る と 、 寄 生 容 量 Cgsを 変 え て も Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の チ ャ ネ ル 幅 と チ
ャ ネ ル ギ ャ ッ プ は 同 じ に 維 持 さ れ る 。 即 ち 、 Ｗ ′ ＝ Ｗ ″ 、 Ｌ ′ ＝ Ｌ ″ と な る よ う に 、 ソ ー
ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 が 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ と 図 ６ の 例 で は 、 入 れ 子 状 に 凹 形 の ド レ イ ン 電 極 の 中 に ソ ー ス 電 極 が 入 っ て い る 基
本 構 造 を し て い る 。 図 ６ で 寄 生 容 量 Cgsを 大 き く す る た め ソ ー ス 電 極 の 幅 を 広 く し た 分 、
チ ャ ネ ル 長 を 一 定 （ 即 ち Ｗ ′ ＝ Ｗ ″ ） に す べ く ド レ イ ン 電 極 の 両 側 の 辺 は 短 く な っ て い る
。 即 ち IVの 長 さ を 大 き く し て い る 。 又 、 チ ャ ネ ル ギ ャ ッ プ を 一 定 （ 即 ち Ｌ ′ ＝ Ｌ ″ ） に す
べ く 、 ド レ イ ン 電 極 の へ こ み 部 の 横 幅 は 広 く し て い る 。 又 、 チ ャ ネ ル ギ ャ ッ プ Ｌ を 一 定 に
す べ く ド レ イ ン 電 極 の 下 辺 の 幅 を 広 く し て い る 。 こ の よ う に 、 寄 生 容 量 Cgsを 変 え て 突 き
抜 け 電 圧 Δ Vgを ゲ ー ト 線 （ ア ド レ ス 線 ） に つ い て ゲ ー ト ド ラ イ バ の 近 端 か ら 遠 端 に わ た っ
て 一 定 に し 、 V C O M を ゲ ー ト 線 に わ た っ て 一 定 で あ っ て も フ リ ッ カ が 生 じ な い よ う に し て い
る が 、 チ ャ ネ ル 幅 Ｗ と ギ ャ ッ プ Ｌ を 一 定 に し て い る の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の タ ー ン オ ン 電 流 Io
n、 タ ー ン オ フ 電 流 Ioffも 一 定 に な り 、 寄 生 容 量 Cgsを 変 化 さ せ る こ と に よ る 設 計 上 の 弊 害
が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 先 ず 所 望 の Cgsを 得 る よ う ソ ー ス 電 極 ５ ０ ″ の 幅 を 決 め 、 図 ６ に 示 す Ｉ 、 I
I、 III、 IV及 び Vの 幅 を 適 宜 選 択 す る こ と で 、 一 定 の チ ャ ネ ル 長 と チ ャ ネ ル ギ ャ ッ プ を 実
現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 述 の よ う に 、 こ の よ う に 寄 生 容 量 Cgs（ チ ャ ネ ル 幅 Ｗ ） の 変 化 に よ り 、 ゲ ー ト ド ラ イ
バ か ら の 距 離 に 対 し 一 定 な V C O M に な る が 、 製 造 上 の ゲ ー ト 線 と 信 号 線 の 線 幅 、 ゲ ー ト 絶 縁
膜 の バ ラ ツ キ で 、 製 造 毎 に 特 性 が 異 な り 、 フ リ ッ カ を 十 分 に 抑 え る こ と は で き な い 。 本 発
明 の V C O M 調 整 法 で は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 装 置 の 表 示 中 央 部 の フ リ ッ カ が 抑 制 さ れ る よ う V C O M レ ベ
ル の 調 整 に よ る 設 定 を 行 う 。 そ の 設 定 で 周 辺 に フ リ ッ カ が 生 じ て い る と き は 、 そ の 後 に 周
辺 の フ リ ッ カ 調 整 を 行 う た め に Vgh／ Vgl（ Vgh： ゲ ー ト 電 圧 の オ ン レ ベ ル 、 Vgl： ゲ ー ト 電
圧 の オ フ レ ベ ル ） の 設 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ 、 ８ に 示 す よ う に 、 寄 生 容 量 Cgs（ チ ャ ネ ル 幅 Ｗ ） の 変 化 を 有 す る Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 装 置
で の V C O M 特 性 は 、 製 造 上 に お け る ゲ ー ト 線 と 信 号 線 の 線 幅 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 膜 厚 等 の バ ラ
ツ キ に よ り ず れ る 。 図 ７ は ゲ ー ト 線 や 信 号 線 の 線 幅 が 細 く な っ た 場 合 、 ま た は ゲ ー ト 絶 縁
膜 の 膜 厚 が 厚 く な っ た 場 合 に 起 こ る 。 こ の 場 合 は Vghを 大 き く す る と 点 線 の よ う に 下 に そ
っ て い る V C O M が フ ラ ッ ト に 調 整 で き る 。 図 ８ は ゲ ー ト 線 や 信 号 線 の 線 幅 が 太 く な っ た 場 合
、 ま た は ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 膜 厚 が 薄 く な っ た 場 合 に 起 こ る 。 こ の 場 合 は Vghを 小 さ く す る と
一 点 斜 線 の よ う 下 に そ っ て い る V C O M を フ ラ ッ ト に 調 整 で き る 。 即 ち Vghに よ り V C O M 特 性 の
そ り を 調 整 が で き る こ と を 本 発 明 者 は 見 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
発 明 者 の 認 識 に よ る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の 寄 生 容 量 Cgs（ 又 は チ ャ ネ ル 幅 Ｗ ） が ゲ ー ト ド ラ イ
バ の 距 離 か ら 一 定 で あ る よ う な Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 装 置 で は 、 Vghを 変 え て も V C O M 特 性 の ” そ り ”
の 調 整 は 事 実 上 で き な か っ た 。 従 っ て 、 フ リ ッ カ 防 止 の た め の V C O M 特 性 調 整 法 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ
素 子 の 寄 生 容 量 Cgs（ 又 は チ ャ ネ ル 幅 Ｗ ） が 変 化 し て い る タ イ プ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク
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ス Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 装 置 に 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 と し て 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 対 向 す る 異 な る 基 板 上 に そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ て い る Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 説 明 さ れ た が 、 第 １ の 基 板 （ ア レ イ 基 板 ） 上 に ゲ ー
ト 線 、 デ ー タ 線 、 画 素 電 極 と 共 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ 構 造 に も 適
用 で き る こ と は 明 ら か で あ り 、 即 ち 、 Ｔ Ｎ 、 Ｉ Ｐ Ｓ 、 Ｆ Ｆ Ｓ 、 Ｍ Ｖ Ａ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に
適 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 画 素 電 極 電 圧 と V C O M 電 圧 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ リ ッ カ 防 止 の た め の V C O M レ ベ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 調 整 法 の 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 で の 画 素 領 域 内 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 と 画 素 電
極 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 調 整 法 の 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 で の 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 ゲ ー ト 線 上 に お け る ゲ ー ト ド ラ イ バ に 近 い Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の 構 造 の 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 ゲ ー ト 線 上 に お け る ゲ ー ト ド ラ イ バ に 遠 い Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の 構 造 の 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 近 端 部 Ｖ C O M 特 性 に つ い て 、 本 発 明 の 調 整 法 に よ る V C O M 特 性 の フ ラ ッ ト 化 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 遠 端 部 Ｖ C O M 特 性 に つ い て 、 本 発 明 の 調 整 法 に よ る Ｖ C O M 特 性 の フ ラ ッ ト 化 を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ ・ ・ ・ ゲ ー ト 線
　 １ ０ ａ ・ ・ ゲ ー ト 線 突 出 部
　 ２ ０ ・ ・ ・ デ ー タ 線
　 ３ ０ ・ ・ ・ ア モ ル フ ァ ス 半 導 体 パ ッ チ
　 ４ ０ ・ ・ ・ ド レ イ ン 電 極
　 ５ ０ ・ ・ ・ ソ ー ス 電 極
　 ６ ０ ・ ・ ・ 画 素 電 極
　 ６ ０ ａ ・ ・ 蓄 積 容 量 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有源矩阵液晶显示器的防闪烁调整方法。解决
方案：在这样构造的液晶显示器中，使得随着到栅极驱动器的距离变长
以获得公共电极电压V COM 的平坦性，TFT元件的寄生电容（Cgs）通
过设置V COM 的电压电平以防止显示中心部分中的闪烁，然后调节栅极
信号的导通电压Vgh的大小，防止全部显示区域中的闪烁电压，从而防止
显示外围部分中的闪烁。 Ž
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